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佐々町議会だより　第158号（令和８年５月１日） ２

子ども議  会開催!!子ども議  会開催!!子ども議  会開催!!子ども議  会開催!! 令和になって初めて
開催された子ども議会。 
11人の子ども議員の
皆さまを紹介します!!

　今回子ども議員として参加し、佐々町の取組につ
いて質問や意見を発表し、体験する中で、町政を支
える人々の努力や責任の重大さを実感し、地域の課
題について考えるいい経験となりました。この経験
を生かしてこれからも地域に関心をもって生活して
いきたいです。

◯公園の在り方について
◯中高生のニーズに合った
　町有施設の在り方について

宮﨑　要輔　議員

清峰高校2年

感想

　私は議員の中で唯一、佐々町民じゃなかったので
すが、議会に向けての話合いの中で、佐々町民の皆
の佐々町の現状に対する願望や想いを聞きながら、
子どもでも自分の町に対してよく考えているんだな
と感心しました。実際に議会で使われている議場に
入る、ましてやそこで議会をするなんて機会は滅多
にないので、自分の成長につながる良い経験になっ
たと思います。

◯「住みやすい町」を
　目指した雇用の拡大に
　ついて

藪田　誠真　議員

清峰高校2年

感想

　私は、佐々町の一員であり議員を務めました。自
分の意見を前に立ち、一人で発表するといったこと
は、とても緊張しましたが、大変良い経験になりま
した。この経験を生かし、何事にも挑戦しようと思
います！！

高瀬　想來　議員

清峰高校2年

感想

　子ども議会に参加して、私は学校であまり代表と
して何かに参加したり、人前で発表をする機会がな
かったため、すごくきんちょうしましたが、教育委
員会の方々や議会に参加した高校生、中学生、小学
生のみんな、学校の先生が支えてくれて、すごく自
分にとっていい経験となりました。ありがとうござ
いました。

岡田　そら　議員

佐々中学校3年

感想
　自分たちのしたいイベントを提案できる場があ
ることを知れてよかった。僕はこれから佐々町を
はなれるけど、「佐々町が好き」という思いは変
わらないから、ひきつづき、楽しいイベントや活
動を充実するものにしてほしいです。ありがとう
ございました。

◯町の活性化のための
　佐々町の自然を生かした
　イベントの開催について

山口　連　議員

佐々中学校3年

感想

◯農地の継承問題について
◯空き家対策について
◯「家族まるごとサポート体制
　プラン」の実現について

◯佐々町の将来像・目標に
　ついて
◯若い世代の人が住み続けたいと
　思える工夫について
◯佐々町の魅力発信について

子ども議会を拝聴し
て

　大人の私達が考えつかないような発想や、しっ

かりとした事前学習を行なって臨まれた姿、堂々

とした議場での発表と、本当に素晴らしい議会で

した！この経験が子ども達の糧となるよう、大人

の私達が子ども達の提案を形にしていかなければ

いけないなと思いました。子ども議員の皆さま、

本当にありがとうございました！お疲れ様でした！

おかだ やまぐち　　  れん

みやざき　　 ようすけ たかせ   　   そ  ら

やぶた　　  せいま
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子ども議  会開催!!子ども議  会開催!!子ども議  会開催!!子ども議  会開催!!
　議案を考えて終わりではなく、その議案が実現可
能かについて回答を頂けたので勉強になりました。
また、他の子ども議員さんからの意見は新鮮で、別
の視点から佐々町を考えるきっかけになりました。
貴重な体験の場をありがとうございました。

◯町の道路整備の状況と
　今後について
◯町の観光の魅力と観光客を
　増やすための取組について
◯図書館における電子書籍化の予定について

大石　侑奈　議員

口石小学校6年

感想
　佐々町の現状を知ることができ、そのお
かげで今ぼくにできることが何かを知るこ
とができました。小さなことでも役に立つ
よう行動することで、佐々町がよりよくな
ると願っています。

◯自然を活用した
　遊び場の整備について

豊永　結人　議員

口石小学校6年

感想

　今回、私は子ども議会に参加してみて、自分の意
見をしっかりと伝えることができました。子ども議
会に参加したことにより、学校での発表やつぶやき
ができるようになりました。また機会があれば参加
したいです。

◯佐々町が住みやすい町に
　これからもなるために
◯人と人がつながる交流の
　場づくりについて

朝隈　さくら 議員

佐々小学校6年

感想

　僕は今まで、佐々町の農業について詳しく知らな
かったけど、子ども議会を通して、今の農業につい
て知れたし、農業の担い手のことも分かって、今ま
でのモヤモヤがすっきりしました。また、子ども議
会に出られる機会があれば、次は農業以外でチャレ
ンジしたいです。

◯佐々町の農業の
　担い手不足に対する
　対応について

福田　雅人　議員

佐々中学校2年

感想 　今回、子ども議会に参加して、町づくりの大変さ

を実感しました。「建てたい」「設立したい」とい

う思いも、実現するには多くの人の意見や協力が必

要だとわかりました。この経験を生かし、これから

も町づくりについて関心を持ちたいと思います。

◯佐々町の目標とそれに
　対する取組について
◯少子高齢化対策について

浜崎　佑奈　議員

佐々中学校2年

2026

２15

　企画商工課長などが、自分たちの質問にしんけん
に答えてくださり、ふだんの生活ではとても体験で
きないことを体験できた。そして、これを通して、
自信や勇気がついたり、質問のしかたなどの多くの
ことを学ぶことができた。

◯防災知識を学べる
　環境整備について
◯体験型ふるさと納税について
◯高額納税者への特典について

前田　誠陽　議員

佐々小学校6年

感想

感想

おおいし　　　ゆうな とよなが　　　ゆいと

あさくま まえだ　　   な  お

ふくだ　　  まさと はまさき　　　ゆうな
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令和８年度　当初予算　一般会計　　予算は77億5,000万円！
一般会計（主なもの）

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

8,890万円

9億1,339万円

26億7,775万円

8億5,421万円

2億5,486万円

1億2,429万円

9億2,724万円

3億3,510万円

8億6,786万円

5億5,320万円

 

町　　　税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町　　　債  

  

16億9,325万円

19億3,500万円

12億4,706万円

7億2,306万円

4億3,940万円

 

（前年度比 3.2％増）

（前年度比 4.3％増）

（前年度比 6.2％増）

（前年度比 3.7％増）

（前年度比 55.8％増）

歳入 歳出

令和8年度  当初予算

8,000万円
第７分団消防詰所
新築工事

8,000万円
第７分団消防詰所
新築工事

1億1,770万円
公園管理事業
1億1,770万円
公園管理事業

1,210万円
南部地区体育館
トイレ改修工事

1,210万円
南部地区体育館
トイレ改修工事

120万円
こども誰でも通園事業

1,750万円
英語教育の充実化事業

可決
全会一致

注目事業ピックアップ！

360万円
キャッシュレス決済

連動会計システム導入事業

360万円
キャッシュレス決済

連動会計システム導入事業
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令和８年度　当初予算　一般会計　　予算は77億5,000万円！
特別会計・企業会計

会計名
13億8,385万円
15億1,092万円
2億3,655万円
1,274万円

国民健康保険特別会計    
介護保険特別会計*    
後期高齢者医療特別会計
国民健康保険診療所特別会計

可決
反対：２　賛成：７

可決
全　会　一　致

可決
反対：２　賛成：７

可決
全　会　一　致

予算額

特別会計

区　分
4億1,487万円
9億2,190万円

収益的収支 
資本的収支

可決
全　会　一　致

予算額

水道事業会計

区　分
8億6,998万円  
6億6,577万円

収益的収支 
資本的収支

可決
全　会　一　致

予算額

公共下水道事業会計

〈国民健康保険特別会計〉〈国民健康保険特別会計〉

〈後期高齢者医療特別会計〉〈後期高齢者医療特別会計〉

＊保険事業勘定とサービス事業勘定の合計額

　国保の均等割は世帯単位ではなく一人一人に課税
され、赤ちゃんから75歳まで負担が及ぶ仕組みであ
り、人頭税との批判もある。子どもの均等割につい
ては、国が18歳まで５割軽減しようとしているが、
残る半分を町が負担し、全額免除とするために必要
な財源は220万円であり、これについてはぜひとも
実現していただきたい。
　そもそも、住民負担軽減のための町の措置に対
し、国が交付金を制限するなどのペナルティーを課
すことは受け入れられず、子ども・子育て支援金に
ついても問題があると考えるため、反対する。

　物価高騰により町民の生活が厳しい中、保険税改
定には様々な意見があることは理解するが、国民健
康保険制度は、安心して医療を受けるための重要な
社会保障であり、持続可能な運営が必要である。本
町の国保財政は、高齢化や医療費増加により厳しい
状況に直面している。一定の見直しを行いながら維
持していくことが必要で、町民の命と健康を守る国
民健康保険制度を将来にわたり、安定的に運営して
いくため、本予算は必要な措置であると判断し、賛
成する。

　低所得者の高齢者に対して、新たな保険負担を
求めるというのは、本当に容認できない。現役世代
の負担につながるのではないかという批判もある
が、高齢者に対する医療費について、国の負担を減
らしてきたことが最大の原因だということを改めて
指摘し、このような予算の組み方については賛成で
きない。

　後期高齢者医療制度は、高齢者の医療を社会全体
で支える重要な制度であり、安定した運営が求めら
れる。本予算は制度運営を適切に進めるために必要
な内容であると理解する。
　今後は、高齢化の進展に伴う医療費増加を見据
え、広域連合と連携し、制度の持続性を意識した運
営に努めていただくことを期待し、賛成する。

反対討論 賛成討論

反対討論 賛成討論
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第
１
回
臨
時
会

令
和
８
年
１
月
29
日

【
議
案
第
１
号　

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
を

求
め
る
件
（
令
和
７
年
度　

佐
々
町
一
般
会
計
補

正
予
算
）
（
第
７
号
）
】

◎
内
容

　

１
月
23
日
に
衆
議
院
が
解
散
し
、
総
選
挙
が
27

日
公
示
、
２
月
８
日
に
投
開
票
の
日
程
で
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
解
散
日
と
同
日
に
補
正
予
算

の
専
決
処
分
を
行
っ
た
。

◎
主
な
質
疑

■
県
議
選
・
知
事
選
に
加
え
国
の
選
挙
も
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
選
挙
予
算
の
今
後
の
整
理
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

●
必
要
経
費
が
不
確
定
で
あ
っ
た
た
め
、
通
常
の

衆
議
院
選
挙
を
想
定
と
し
た
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。

■
投
票
事
務
に
従
事
す
る
人
数
は
。

●
投
票
事
務
従
事
者
は
７
投
票
所
で
49
名
。

　

開
票
事
務
従
事
者
は
30
名
の
体
制
を
予
定
。

■
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
板
の
設
置
は
ど
う
い
う
業
者

に
発
注
し
て
い
る
の
か
。

●
借
上
げ
、
設
置
と
も
に
同
一
業
者
に
発
注
し
て

い
る
。

●
水
道
料
金
の
減
免
も
検
討
し
た
が
、
よ
り
効
果

的
に
地
域
経
済
へ
波
及
す
る
方
法
と
し
て
商
品

券
が
適
切
と
判
断
し
た
。

■
県
補
助
金
は
ど
の
程
度
の
割
合
で
補
助
さ
れ
る

の
か
。

●
事
業
費
の
約
２
分
の
１
が
補
助
対
象
と
な
り
、

商
品
券
の
事
業
費
を
も
と
に
申
請
し
て
い
る
。

■
現
金
給
付
と
し
た
場
合
で
も
県
の
補
助
は
受
け

ら
れ
る
の
か
。

●
受
け
ら
れ
な
い
。

【
議
案
第
２
号　

令
和
７
年
度
佐
々
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
】

◎
内
容

　

国
の
補
正
予
算
を
受
け
て
実
施
す
る
物
価
高
へ

の
対
応
予
算
を
計
上
。

・
物
価
高
対
応
生
活
応
援
商
品
券
事
業

・
貨
物
運
送
事
業
者
燃
油
価
格
高
騰
対
策
支
援

　

事
業

・
公
共
交
通
事
業
者
持
続
化
支
援
事
業

・
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
事
業

◎
主
な
質
疑

■
一
般
財
源
を
充
当
し
て
い
る
が
、
交
付
金
が
あ

る
中
で
な
ぜ
必
要
な
の
か
。
ま
た
商
品
券
の
使

用
率
は
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

●
商
品
券
は
１
０
０
％
使
用
さ
れ
な
い
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
使
用
率
を
約
97
％
と
見
込
ん
で
い

る
。
国
の
臨
時
交
付
金
を
最
大
限
活
用
す
る
た

め
、
一
般
財
源
を
充
当
し
て
い
る
。

■
現
金
給
付
で
は
な
く
商
品
券
と
し
た
理
由
は
何

か
。

●
現
金
給
付
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
地
域
で
の
消

費
を
促
し
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
商

品
券
方
式
を
採
用
し
た
。

■
水
道
料
金
の
減
免
な
ど
、
ほ
か
の
支
援
方
法
も

考
え
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
。

歳入歳出それぞれ127,194千円を減額し、   
歳入歳出予算の総額は8,222,382千円となる   

生活応援商品券（見本）
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一般会計補正の主なもの

令和７年度

一般会計補正予算（第９号）
歳入歳出それぞれ127,194千円を減額し、   
歳入歳出予算の総額は8,222,382千円となる   

（歳　入）千円

■町税
■法人事業税交付金
■地方交付税
■交通安全対策特別交付金

（歳　出）千円

※補正後の金額

△127,194千円
△3,265千円
3,907千円
908千円
△84千円
△714千円
△5,040千円
△34,601千円
10,591千円

8,222,382千円
1,465,303千円
1,460,056千円
228,159千円
12,500千円
385,839千円
595,758千円
958,765千円
751,333千円

一般会計補正予算（第9号）  
国民健康保険特別会計補正予算（第3号）  
介護保険特別会計補正予算（第3号）  
後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）  
国民健康保険診療所特別会計補正予算（第3号）

令和7年度　各会計の補正予算

議案第 3号

議案第 4号
議案第 5号
議案第 6号
議案第 7号
議案第 8号
議案第 9号
議案第 10 号

条　例　改　正
佐々町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正の件     
佐々町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正の件
佐々町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制定の件
佐々町中小企業振興資金融資金損失補償条例廃止の件 
佐々町学校給食に関する条例制定の件
附属機関の設置に関する条例の一部改正の件
佐々町辺地総合整備計画策定の件 
道路認定に関する件（町道スタンドシティ浜迎線）

1,681,926
18,000

2,176,481
1,000

■分担金及び負担金
■使用料及び手数料
■国庫支出金
■県支出金
■財産収入

39,356
193,859
1,521,544
800,715
35,160

■寄附金 
■繰入金 
■諸収入 
■町債

107,003
246,493
195,438
386,700

■議会費
■総務費
■民生費
■衛生費

86,018
1,295,796
2,635,897
784,666

■農林水産業費
■商工費
■土木費
■消防費

199,461
393,697
924,066
237,263

■教育費 
■災害復旧費 
■諸支出金

768,196
46,550
291,578

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

水道事業会計補正予算（第3号） 
 

公共下水道事業会計補正予算（第4号）
 

区　　　　　分 今回の補正金額 補正後の金額
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委

員

会

報

告

令
和
８
年
２
月
９
日
（
月
）

【
所
管
事
務
調
査
】

　
１
．
条
例
等
に
つ
い
て

①
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
令
和
７
年
度
の
人
事
院
勧
告

　

に
よ
る
通
勤
手
当
の
改
正

・
１
か
月
あ
た
り
５
千
円
を
上

　

限
と
す
る
駐
車
場
等
の
利
用

　

に
関
す
る
通
勤
手
当
の
新
設
。

・
国
の
法
律
改
正
に
伴
う
通
勤

　

手
当
の
額
を
規
則
に
定
め
る

　

改
正
。

②
佐
々
町
行
政
手
続
に
お
け
る

　

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

　

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

　

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

　

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

　

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正
に
つ
い
て

■
住
登
外
宛
名
番
号
管
理
機
能

　

に
よ
る
住
登
外
者
の
情
報
の

　

管
理
に
関
す
る
事
務
を
規
定

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利
用

　

を
行
う
事
務
と
し
て
条
例
に

　

定
め
た
う
え
で
、
庁
内
連
携

　

に
係
る
規
定
を
追
加
。

※
住
登
外
者
と
は
…

　
　

佐
々
町
の
住
民
基
本
台
帳

　

に
登
録
は
な
い
が
、
佐
々
町
に

　

不
動
産
を
所
有
し
て
い
る
人

　

な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
上
、
記

　

録
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
人

　

の
こ
と
を
い
う
。

③
佐
々
町
介
護
保
険
条
例
の
取

　

り
扱
い
に
つ
い
て

■
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
お

　

い
て
、
保
険
料
収
入
が
減
少

　

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

　

令
和
８
年
度
の
み
の
特
例
措

　

置
・
保
険
料
率
の
算
定
に
、
住
民

　

税
の
課
税
状
況
や
合
計
所
得

　

金
額
等
を
用
い
る
が
、
国
の
基

　

準
と
同
じ
所
得
段
階
を
設
け

　

て
い
る
た
め
、
改
正
は
不
要
。

④
佐
々
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

　

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

　

部
改
正
に
つ
い
て

■
内
閣
府
令
が
公
布
さ
れ
た
こ

　

と
に
伴
う
関
係
条
文
の
整
理

・
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ

　

ど
も
誰
で
も
通
園
事
業
）
が
、

　

令
和
８
年
度
か
ら
給
付
事
業

　

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ

　

と
に
伴
い
、
運
営
の
基
準
を
明

　

確
に
す
る
た
め
の
改
正
。

⑤
佐
々
町
特
定
乳
児
等
通
園
支

　

援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

　

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

　

つ
い
て

■
基
準
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

　

伴
い
、
新
た
に
条
文
を
制
定

２
．
国
民
健
康
保
険
税
率
改
定

　

の
考
え
方
に
つ
い
て

■
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る　

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
制
度
」

・
令
和
10
年
度
ま
で
段
階
的
に

　

増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

　

い
る
た
め
、
保
険
税
率
に
つ
い

　

て
も
段
階
的
な
税
率
の
改
定

　
（
引
き
上
げ
）
が
必
要
と
な
る

　

見
込
み
。

３
．
辺
地
総
合
整
備
計
画
策
定

　

に
つ
い
て

■
大
茂
免
及
び
江
里
免
の
全
域

　

を
策
定

・
令
和
８
年
度
に
江
里
町
内
会

　

集
会
所
、
令
和
11
年
度
に
大

　

茂
町
内
会
集
会
所
の
屋
根
外

　

壁
改
修
工
事
を
予
定
。

【
そ
の
他
報
告
】

１
．
佐
々
町
組
織
規
則
の
改
正
に

　

つ
い
て

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

　

目
的
と
し
て
専
任
の
防
災
担

　

当
を
配
置

・
総
務
課
内
に
消
防
防
災
班
を

　

設
置
す
る
。

２
．
町
有
地
利
活
用
の
取
組
内
容

　

に
つ
い
て

・
遊
休
町
有
地
の
払
い
下
げ
に

　

つ
い
て
の
振
り
返
り
と
今
後

　

の
取
組
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

　

た
。

３
．
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
般
浴
室
の

　

休
止
に
つ
い
て

・
ボ
イ
ラ
ー
の
温
度
コ
ン
ト
ロ
ー

　

ラ
ー
不
良
に
よ
る
機
器
の
修

　

繕
に
時
間
を
要
し
、
令
和
７

　

年
12
月
31
日
か
ら
令
和
８
年

　

２
月
23
日
ま
で
休
止
す
る
と

　

の
説
明
が
あ
っ
た
。

４
．
第
７
次
総
合
計
画
後
期
計

　

画
・
第
３
期
総
合
戦
略
の
策

　

定
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
審
議
会
の
経
過
、

　

後
期
計
画
の
重
点
分
野
等
の

　

説
明
が
あ
り
、
３
月
中
に
策

　

定
が
完
了
す
る
と
の
報
告
を

　

受
け
た
。

総
務
厚
生
委
員
会

大茂町内会集会所
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産
業
建
設
文
教
委
員
会

委

員

会

報

告

令
和
８
年
２
月
３
日
（
火
）

進
む
施
策
と

　
　
見
え
て
き
た
課
題

　

産
業
・
建
設
・
教
育
分
野
に
関

す
る
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
、

各
事
業
の
進
捗
や
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
農
業
体
験
施
設
の
在
り
方
に

　

つ
い
て

■
雇
用
の
場
と
し
て
の
活
用
を

　

検
討
中

　

農
業
体
験
施
設
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
雇
用
施
設
と
し
て
の
活

用
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い

る
。
現
在
は
、
事
業
者
と
の
協
議

や
現
地
確
認
を
行
っ
て
い
る
段

階
で
あ
り
、
具
体
的
な
運
営
内

容
に
つ
い
て
は
今
後
整
理
す
る

予
定
。
た
だ
し
、
児
童
の
収
穫
体

験
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
い
き

た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。

　

現
地
視
察
に
つ
い
て
は
未
実

施
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
委
員
会
へ
報
告
す
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

１
．
農
産
物
品
目
の
特
産
品
化

　
（
レ
モ
ン
植
栽
）
に
つ
い
て

■
試
験
栽
培
の
経
過
を
踏
ま
え

　

検
討

　

レ
モ
ン
栽
培
に
つ
い
て
は
、
農

林
水
産
課
を
中
心
に
、
県
・
農

協
・
生
産
者
に
よ
る
協
議
体
を
設

置
し
、
推
進
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
町
は
町
有
地
の
提

供
な
ど
に
よ
り
関
与
し
て
い
く
。

　

農
業
体
験
施
設
に
お
い
て
試

験
栽
培
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
の
経
過
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

栽
培
方
法
や
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

２
．
佐
世
保
市
水
道
局 

小
佐
々

　

地
区
送
水
管
整
備
事
業
に
係

　

る
ル
ー
ト
計
画
の
検
討
に
つ

　

い
て

■
広
域
的
な
水
供
給
に
向
け
ル

　

ー
ト
再
検
討

　

佐
世
保
市
に
お
い
て
、
旧
小

佐
々
町
に
お
け
る
水
不
足
に
対

す
る
取
組
と
し
て
、
相
浦
地
区
か

ら
佐
々
町
を
経
由
し
て
小
佐
々

地
区
の
間
に
送
水
管
を
整
備
す

る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

当
初
の
計
画
で
は
サ
ン
・
ビ
レ

ッ
ジ
内
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
が

検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
安
全
面
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
佐
世
保
市
に
対
し
、
工
業
団

地
を
経
由
し
、
佐
々
川
を
横
断

す
る
ル
ー
ト
で
再
検
討
を
お
願

い
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

３
．
古
川
地
区
に
お
け
る
佐
々
川

　

河
川
改
修
工
事
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト

　

嵩
上
げ
事
業
）
に
つ
い
て

■
河
川
改
修
と
あ
わ
せ
た
周
辺

　

整
備
を
実
施

　

古
川
地
区
に
お
け
る
佐
々
川

の
河
川
改
修
工
事
と
し
て
、
パ
ラ

ペ
ッ
ト
（
護
岸
の
壁
）
の
嵩
上
げ

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
県
河
川
課
が
豪
雨
時
の
水

位
上
昇
へ
の
対
策
と
し
て
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

河
川
改
修
工
事
に
伴
い
、
護

岸
を
河
川
側
に
突
き
出
す
こ
と

で
、
道
路
幅
員
の
拡
張
が
図
ら
れ
、

通
行
の
安
全
性
や
利
便
性
の
向

上
が
見
込
ま
れ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

令
和
８
年
２
月
12
日
（
木
）

【
所
管
事
務
調
査
】

１
．
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
事
案

　

に
つ
い
て

①
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
多
様
な
関
係
者
で
計
画
策
定

　

へ

　

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
「
教
育
振
興
基
本
計
画

審
議
会
」
を
設
置
す
る
。
審
議
会

は
調
査
・
審
議
を
行
い
、
教
育
委

員
会
へ
意
見
を
述
べ
る
役
割
を

担
う
。

　

委
員
は
10
人
以
内
と
し
、
学

校
関
係
者
、
社
会
教
育
団
体
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
、

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
と
の
報
告
を
受

け
た
。

【
そ
の
他
報
告
】

１
．
教
育
委
員
会
所
管
分
の
新

　

規
事
業
に
つ
い
て

■
避
難
所
機
能
も
見
据
え
た
設

　

備
検
討

　

新
規
事
業
と
し
て
、
英
語
教

育
の
充
実
と
中
学
校
に
お
け
る

水
泳
授
業
の
民
間
委
託
を
検
討

し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
学
校
体
育
館
の
暑
さ
対

策
と
し
て
、
空
調
設
備
の
導
入
を

検
討
し
て
お
り
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
に
加
え
、
冷
暖
房
設
備
の
導

入
も
含
め
て
、
比
較
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

　

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の

活
用
も
踏
ま
え
、
方
式
の
選
定
に

つ
い
て
検
証
を
進
め
て
お
り
、
令

和
９
年
度
で
の
予
算
化
を
検
討

し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。
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令和８年1月臨時会、３月定例会　賛 否 表
○ は賛成　× は反対　－は退席（棄権）

号
番
案
議

議案件名
数
決
評 結

果

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

川
副
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

佐々町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部改正の件

佐々町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正の件

佐々町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める
条例制定の件

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額の改善を求める
意見書（案）の提出について

専決処分した事件の承認を求める件
（令和７年度  佐々町一般会計補正予算（第７号））

令和７年度  佐々町一般会計補正予算（第８号）

佐々町中小企業振興資金融資金損失補償条例廃止の件

佐々町学校給食に関する条例制定の件

附属機関の設置に関する条例の一部改正の件

佐々町辺地総合整備計画策定の件

道路認定に関する件（町道スタンドシティ浜迎線）

令和７年度  佐々町一般会計補正予算（第9号）

令和７年度  佐々町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

令和７年度  佐々町介護保険特別会計補正予算（第3号）

令和７年度  佐々町後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）

令和７年度  佐々町国民健康保険診療所特別会計補正予算（第3号）

令和７年度  佐々町水道事業会計補正予算（第3号）

令和７年度  佐々町公共下水道事業会計補正予算（第4号）

令和８年度  佐々町一般会計予算

令和８年度  佐々町国民健康保険特別会計予算

令和８年度  佐々町介護保険特別会計予算

令和８年度  佐々町後期高齢者医療特別会計予算

令和８年度  佐々町国民健康保険診療所特別会計予算

令和８年度  佐々町水道事業会計予算

令和８年度  佐々町公共下水道事業会計予算

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の支給額の改善についての請願

川
副　
　

剛

長
谷
川　

忠

永
田　

勝
美

横
田　

博
茂

山
之
内
英
樹

中
川
由
美
恵

井
上
智
恵
美

黒
田
龍
之
介

棚
橋　

優
汰

須
藤　

敏
規

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○×○○○○○○×

○○○○○○○○○

○×○○○○○○×

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○○○○○○

9対0 原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

採択

原案可決

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

7対2

9対0

7対2

9対0

9対0

9対0

9対0

9対0

請願
1号
請願
2号
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町政の方針を問う!!町政の方針を問う!!６人の議員
が

～令和8年第1回定例議会での一般質問の紹介～～令和8年第1回定例議会での一般質問の紹介～

●すべての子どもの学びと安心を守る教育環境整備
①心身の健康を支える多角的な相談支援について
　1．相談体制の稼働状況
　2．相談しやすさの向上と外部連携
　3．月経に伴う健康課題への支援
②子どもの尊厳を守る安全確保について
　1．いじめ重大事態における即応体制の構築
　2．学校内における盗撮、性暴力の根絶に向けた
　　　対策
　3．教職員の対応能力向上と未然防止の教育推進
③先日開催された子ども議会について
　1．子ども議員の提案の具現化とフィードバック
　2．子ども議会の継続、発展

井上　智恵美　議員(一問一答)･･･12ページ

●防災対策について
①備蓄食数の適正数
②避難所運営における女性視点の確保
●教育環境と支援体制について
①三校へのスクールカウンセラー配置
②三校と教育委員会とフリースペースなずなとの連携
●特産品について
①特産品の掘り起こしと育成
②地域企業と連携した特産品作り

中川　由美恵　議員(一問一答)･･･13ページ

●町政懇談会の具体化及び公聴のDX化について
①住民の声を聞くことの重要性と現状の手法
②町政懇談会の実施方針とスケジュール
③意見の整理、検討、公開の仕組み
④デジタルを活用した公聴の導入
●教育行政におけるボトムアップの仕組み及び
　意思決定プロセスの透明化について
①現場の声を迅速に吸い上げる仕組み
②校長会及び教頭会その他会議における協議内容と
　意思決定のプロセスの可視化

山之内　英樹　議員(一問一答)･･･14ページ

●子育て支援について
①就学援助制度の拡充
　・物価高騰の中で認定基準を引き上げることは
　　できないか
②小中学校体育館への空調設備設置
　・今後の取り組みと計画
③保育児童の負担軽減
　・保育料無償化、副食費無償化を今後どう進める
　　のか
●農業後継者対策について
①農業後継者対策について、今後の取り組みを問う
●くらし・福祉の充実に向けて
①国保の改善に向けて
　・国保制度の改善、県単位化の下でなにを行うのか
②難聴対策の総合的な方針作成
　・総合的な方針策定が必要ではないか
　・「きこえ」の支援。補聴器購入助成

永田　勝美　議員(一問一答)･･･15ページ

●佐々川沿い歩道整備と北部地域活性化構想について
①佐々川沿いにおける北部未舗装区間の位置づけと
　課題認識
②北部未舗装区間を町道として認定し、整備を進める
　考えは？
③吉井町境付近へのトイレを備えた休憩所整備の
　必要性と今後の考え方を問う
●文化会館の今後の在り方について
①今後も町の中で一定の役割を担う施設として
　活かしていく考えは？
②利用状況等について、執行部の現状認識を問う
③日常利用の拡大や複合的な活用、試行的な
　取り組みなど検討する考えは？
④今後の改修や更新を見据え、将来的な在り方は？
●給食センターに関する検討について
①給食センターの整備の今と今後の進め方は？
②老朽化が進んでいる給食施設は使用を継続？
　再整備？どのような将来像？
③給食センターの新設や再整備では、災害時における
　食事提供への対応も想定しているか

横田　博茂　議員(一問一答)･･･16ページ

●自治体幸福度ランキングにみられる
　「地域の誇り」の創出について
①「住み心地良い町」と「幸福度の高い町」の
　違いについて、町長の思いは？
②佐々町独自の「シビック・プライド」
③佐々町が誇れる地域資源
●総務省が推奨する「地域おこし協力隊」の
　積極活用について
①佐々町における「地域おこし協力隊」の導入実績
②「地域おこし協力隊」の定着率を高めるための方策は？
●総務省のローカル10,000プロジェクトについて
①ローカル10,000プロジェクトに対する町長の意気込み
②ローカル10,000プロジェクト事業申請に向けた
　チーム編成

黒田　龍之介　議員(一問一答)･･･17ページ

一問一答方式…………１つの質問に対して１つの答えを
　　　　　　　　　　返し、質問と答弁を繰り返す方式。
一括質問・一括答弁…複数の質問項目をまとめて質問し、
　　　　　　　　　　まとめて答弁を行う方式。

※次のページからの一般質問の記事は、
　質問した議員本人が執筆したものです。
※次のページからの一般質問の記事は、
　質問した議員本人が執筆したものです。
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すべての子どもの学びと安心を守る
教育環境整備

井 上  智 恵 美

　

　全国各地で子どもたちが犠牲になる痛ましい事件。いじめ重大事
態、性暴力、盗撮…佐々町において、そのような悲劇を絶対に起こ
さない。今こそ総点検を！！

心
身
の
健
康
を
支
え
る

多
角
的
な
相
談
支
援

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

子
ど
も
の
尊
厳
を
守
る

安
全
確
保
に
つ
い
て

■ 

質　

問

 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
稼
働

状
況
は
？
待
機
期
間
は
？
学
校
外
の

家
庭
訪
問
等
の
相
談
支
援
体
制
は
？

■ 
教
育
長

 
毎
週
各
学
校
に
１
回
ず
つ
の
勤
務

で
、
小
学
校
は
3
時
間
、
中
学
校
は

６
時
間
の
配
置
。
各
学
校
と
も
毎
回

満
杯
の
稼
働
状
況
。
待
機
期
間
発
生
。

家
庭
訪
問
等
は
原
則
あ
り
ま
せ
ん
。

 

意　

見

 

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
心
理
支
援
の

強
化
を
。

■
質　

問

 

相
談
や
予
約
の
デ
ジ
タ
ル
窓
口
の

拡
充
や
外
部
連
携
は
？ 

■ 

教
育
長

 

長
崎
県
教
育
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
相
談
窓
口
カ
ー
ド
を
毎
年
４

月
に
配
布
。
長
崎
県
教
育
委
員
会
、

佐
世
保
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
、
法
務
局
、
江
迎
警
察

署
等
と
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

意　

見

 

も
っ
と
気
軽
に
相
談
で
き
、
繋
が

れ
る
安
心
感
を
最
優
先
し
た
仕
組
み

づ
く
り
を
。

■ 

質　

問

 

月
経
に
伴
う
健
康
課
題
。
小
学
校

の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
け

な
い
か
？

■ 

質　

問

　

学
校
内
に
お
け
る
盗
撮
・
性
暴
力

の
根
絶
に
向
け
た
対
策
。
佐
世
保
市

で
起
き
た
盗
撮
事
件
を
受
け
、
佐
々

町
で
の
点
検
な
ど
初
動
と
現
状
は
？

今
後
の
体
制
整
備
は
？ 

■ 

教
育
長

　

事
案
が
あ
っ
た
当
初
か
ら
、
学
校

の
一
斉
点
検
を
実
施
。
定
期
的
に
点

検
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
校

内
研
修
で
は
、
自
己
分
析
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
な
ど
導
入
。
今
後
は
電
波
探

知
機
等
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
て
い

き
ま
す
。

 

意　

見

　

事
件
直
後
の
一
時
的
な
対
応
で
終

わ
ら
せ
ず
、
定
期
的
な
点
検
の
仕
組

み
化
を
。

■ 

質　

問

　

い
じ
め
対
策
と
し
て
、
先
生
の
校

内
研
修
は
？
未
然
防
止
の
た
め
の
外

部
プ
ロ
グ
ラ
ム
授
業
な
ど
の
取
り
組

み
は
？

■ 

教
育
長

　

人
権
学
習
と
連
携
し
な
が
ら
、

教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。
全
国
教
員
研
修
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
視
聴
す
る
研
修
も
実

施
。
外
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
は

あ
り
ま
せ
ん
。

 
意　

見

　

既
存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い

先
進
的
な
取
り
組
み
を
。

■ 

質　

問

　

子
ど
も
議
員
の
提
案
の
具
現
化

と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
？

■ 

町　

長

　

関
係
各
課
と
連
携
し
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
思
い
の
実
現
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
今
後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

 

意　

見

　

子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
い

言
葉
で
、
誠
実
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
。

■ 

質　

問

　

こ
ど
も
議
会
の
継
続
と
今
後
の

展
望
は
？

■ 

町　

長

　

子
ど
も
議
会
と
い
う
形
式
に
と

ら
わ
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
意
見

表
明
で
き
る
機
会
の
確
保
や
、
町

当
局
や
議
員
と
の
懇
談
等
、
様
々

な
形
で
目
的
を
達
成
で
き
る
取
組

に
尽
力
し
ま
す
。

 

意　

見

　

登
壇
し
た
子
ど
も
た
ち
の
声
を

力
に
変
え
、
一
つ
で
も
多
く
の
提
案

を
形
へ
。

こども議会中の様子

■ 

教
育
長

　

各
学
校
の
実
態
に
即
し
て
、
丁

寧
に
対
応
す
る
よ
う
、
校
長
会
で

指
導
し
て
い
き
ま
す
。

 

意　

見

　

取
り
に
来
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
必
要
な
場
所
に
必
要
な
物
が

あ
る
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た

環
境
整
備
を
。

■ 

質　

問

　

い
じ
め
重
大
事
態
の
際
、
被
害

者
を
守
り
抜
く
た
め
の
即
応
体
制

が
整
っ
て
い
る
か
？

■ 

教
育
長

　

い
じ
め
重
大
事
態
と
認
定
さ
れ

た
ら
、
学
校
、
教
育
委
員
会
ど
ち

ら
が
主
体
の
調
査
か
判
断
し
ま

す
。
教
育
委
員
会
主
体
の
調
査
に

お
い
て
は
、
弁
護
士
や
医
師
、
臨

床
心
理
士
、
学
識
経
験
者
等
の
第

三
者
が
参
加
の
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
連
携
を
行
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
組
織
で
き
る
体
制
を

構
築
し
て
い
ま
す
。

 

意　

見

　

事
案
発
生
時
の
即
応
体
制
の
構

築
は
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る

最
後
の
砦
。
形
式
的
な
計
画
に
と

ど
ま
ら
ず
、
実
効
性
の
あ
る
体
制

整
備
を
。

先
日
開
催
さ
れ
た

子
ど
も
議
会
に
つ
い
て
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職
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
３
校
の
現
状

と
、
配
置
は
十
分
で
あ
る
か
伺
う
。

■ 

教
育
長

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
各

学
校
で
毎
週
１
回
ず
つ
業
務
に
あ
た

っ
て
い
て
、
ほ
ぼ
毎
回
勤
務
時
間
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
て

い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
よ

り
多
く
配
置
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

3
校
と
教
育
委
員
会
、
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
な
ず
な
と
の
連
携
や
、
保
護
者
へ

の
周
知
・
利
用
案
内
の
現
状
を
伺
う
。

■ 

教
育
長

　

前
回
の
一
般
質
問
で
の
指
摘
を
受

け
、
各
学
校
で
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な

ず
な
と
連
携
を
と
る
と
い
う
確
認
を

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
継
続
し
な
が

ら
連
携
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
不
登
校
児
童
生
徒
へ
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

地
域
に
眠
る
資
源
や
企
業
の
情
熱

に
注
目
し
、
特
産
品
に
な
り
得
る
も

の
を
掘
り
起
こ
し
、
育
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
行
政
が
支
援
し
関

わ
る
人
材
育
成
と
と
も
に
、
特
産
品

掘
り
起
こ
し
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

■ 
町　

長

　

既
存
産
品
の
磨
き
上
げ
と
地
域
資

源
の
再
評
価
を
行
い
、
地
元
業
者
と

協
力
し
て
、
新
し
い
特
産
品
の
開
発

を
行
う
こ
と
で
、
事
業
者
育
成
に
も

繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

既存産品の磨き上げと地域資源の再評価を行い
地元業者と協力して、新しい特産品の開発を考えています。

中 川  由 美 恵

地域企業と連携した特産品作りについて

　地域資源と企業の情熱を生かした特産品の掘り起こしの考え
はあるのか。

防
災
対
策
に
つ
い
て

特
産
品
に
つ
い
て

■ 

質　

問

　

特
産
品
に
は
思
い
や
ス
ト
ー
リ

ー
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
企
業
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。
商
工

会
と
行
政
が
連
携
し
、
企
業
の
力

を
生
か
し
た
特
産
品
づ
く
り
の
企

画
、
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

町　

長

　

行
政
が
中
心
と
な
り
、
商
工
会
や

地
元
企
業
と
連
携
し
、
加
工
技
術
の

活
用
、
販
路
拡
大
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
を
行
い
、
経
済
循
環
を
高
め
る
取

組
が
必
要
で
す
。
レ
モ
ン
を
栽
培

し
、
研
究
を
始
め
ま
す
が
、
行
政
だ

け
で
は
成
功
し
ま
せ
ん
の
で
、
企

業
、
消
費
者
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

意　

見

　

特
産
品
づ
く
り
に
は
、
情
熱
と

佐
々
町
へ
の
思
い
、
ス
ト
ー
リ
ー

が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
今

あ
る
地
域
企
業
の
取
組
に
光
を
当

て
て
、
行
政
が
理
解
し
支
え
る
こ

と
で
、
誇
れ
る
特
産
品
と
し
て
磨

き
、
佐
々
町
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

ー
ダ
ー
は
い
ま
せ
ん
。

■ 

町　

長

　

避
難
所
運
営
は
、
今
は
職
員
が

対
応
し
て
い
る
状
況
で
す
。
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
職
員

だ
け
で
は
運
営
が
困
難
に
な
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
令
和
8
年

度
中
に
座
学
の
研
修
を
考
え
て
い

ま
す
。

■ 

質　

問

　

避
難
所
運
営
に
お
い
て
女
性
の

参
画
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

■ 

町　

長

　

避
難
所
運
営
に
は
女
性
の
視
点

が
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
授
乳

場
所
や
更
衣
室
の
不
足
、
性
被
害

の
事
例
も
踏
ま
え
て
、
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

■ 

質　

問

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題
が
複

雑
化
す
る
中
、
心
に
寄
り
添
う
専
門

■ 

質　

問

　

備
蓄
食
２
，
４
０
０
食
は
、
人
口

１
４
，
０
０
０
人
に
対
し
て
、
適
正

な
の
か
。
備
え
の
日
数
は
ど
の
程
度

を
想
定
し
て
い
て
、
今
後
の
備
蓄
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

■ 
総
務
課
長

　

地
域
防
災
計
画
上
の
備
蓄
食
数
量

は
４
，
２
０
０
食
で
す
が
、
令
和
7

年
度
末
で
3
，
0
0
０
食
の
備
蓄
で

あ
り
、
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。
人

口
の
５
％
の
３
日
分
を
目
標
に
備
蓄

を
進
め
、
食
料
品
は
、
年
次
的
に
備

蓄
を
進
め
て
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

災
害
時
、
備
蓄
の
限
界
と
安
定
供

給
の
確
保
が
課
題
と
な
る
中
、
食
料

供
給
に
関
す
る
協
定
企
業
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
他
の
分
野
の
協
定
の
締

結
状
況
は
。

■ 

総
務
課
長

　

食
料
品
に
係
る
協
定
は
４
社
と
締

結
し
て
い
ま
す
。
L
P
ガ
ス
供
給
や

情
報
発
信
、
要
援
護
者
の
避
難
施
設

利
用
な
ど
を
含
め
て
、
計
22
の
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

避
難
所
は
生
活
の
場
で
あ
り
、
運

営
に
は
役
割
分
担
や
衛
生
管
理
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
が
不
可
欠
で
あ
る
。
意

思
決
定
の
場
に
女
性
が
い
な
い
こ
と

に
よ
る
配
慮
不
足
も
踏
ま
え
て
、
運

営
リ
ー
ダ
ー
は
い
る
の
か
。
ま
た
、

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

■ 

総
務
課
長

　

リ
ー
ダ
ー
選
定
は
地
域
防
災
計
画

の
中
に
定
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
リ

避難所用個室テント

教
育
環
境
と

支
援
体
制
に
つ
い
て

庁舎に植えられたレモンの木
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町政懇談会と住民の声の反映

山 之 内  英 樹

　

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
意
見
投

稿
の
拡
充
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー

ト
、
S
N
S
の
活
用
な
ど
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
テ
ー
マ
を
限

定
し
た
形
で
試
行
的
に
実
施
し
、
効

果
や
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
、
本
町

に
適
し
た
仕
組
み
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

■ 

質　

問

　

学
校
現
場
の
声
が
政
策
に
届
く

ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
「
予
算
が
あ
る
か
ら
対

応
す
る
」
の
で
は
な
く
、
「
声
が
あ

る
か
ら
予
算
を
つ
け
る
」
と
い
う
仕

組
み
を
確
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

継
続
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
見
解

を
問
う
。

■ 

教
育
長

　

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
校
運

営
協
議
会
、
P
T
A
と
の
懇
談
、
こ

ど
も
議
会
な
ど
を
通
じ
て
意
見
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
現
状
で
も
一
定
の

仕
組
み
は
整
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
意
見
聴
取
の
機

会
を
設
け
る
方
法
に
つ
い
て
、
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

て
、
誰
が
整
理
し
、
ど
の
部
署
が
検

討
し
、
い
つ
ま
で
に
回
答
し
、
ど
こ

ま
で
公
開
す
る
の
か
。
採
用
・
不
採

用
を
含
め
、
判
断
過
程
を
示
す
仕

組
み
を
制
度
と
し
て
整
備
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

■ 

町　

長

　

意
見
は
内
容
ご
と
に
分
類
整
理

し
、
庁
内
で
共
有
し
た
上
で
所
管

課
が
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

定
期
間
内
に
整
理
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
公
表
す
る
な
ど
、
可
能

な
限
り
速
や
か
な
対
応
に
努
め
ま

す
。
す
べ
て
の
意
見
に
対
応
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、
ど
の
意
見

が
ど
の
よ
う
に
政
策
へ
反
映
さ
れ

た
か
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

対
面
に
よ
る
懇
談
会
に
加
え
、

参
加
で
き
な
い
住
民
の
声
を
把
握

す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
「
ブ
ロ
ー
ド
リ
ス
ニ
ン
グ
」
の
導

入
を
提
案
す
る
。
多
く
の
意
見
を

集
め
て
傾
向
を
可
視
化
し
、
政
策

判
断
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
整
え

る
考
え
は
な
い
か
。

■ 

町　

長

　

対
面
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い

声
を
拾
う
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
活
用
は
重
要
だ
と
考
え
て
い

■ 

町　

長

　

住
民
の
声
は
政
策
形
成
の
出
発
点

で
あ
り
最
も
重
要
な
指
針
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
町
内
会
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
意
見
を
把
握
し
て
い
ま
す
が
、

若
年
層
や
子
育
て
世
代
の
参
加
が
十

分
で
な
い
こ
と
や
、
意
見
の
整
理
・

見
え
る
化
が
不
十
分
で
あ
る
点
は
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
政
策
へ
の
反
映
方
法
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

町
政
懇
談
会
に
つ
い
て
、
開
始
時

期
、
開
催
回
数
、
地
区
単
位
か
テ
ー

マ
別
か
、
対
面
の
み
か
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
か
な
ど
、
具
体
的
な
実
施
方
針

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

■ 

町　

長

　

現
在
検
討
中
で
す
が
、
地
域
別
で

の
開
催
を
基
本
と
し
、
総
合
計
画
や

子
育
て
支
援
、
防
災
、
産
業
振
興
な

ど
重
点
施
策
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
単
な
る

要
望
の
場
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
形
式
は
対
面
方
式
で
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い

■ 

質　

問

　

教
育
行
政
で
は
決
定
結
果
の
み

が
示
さ
れ
、
過
程
が
見
え
に
く
い
。

校
長
会
や
教
頭
会
な
ど
の
議
論
内

容
や
経
緯
を
整
理
し
、
可
能
な
範
囲

で
公
開
す
る
仕
組
み
を
整
備
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

■ 

教
育
長

　

個
人
情
報
を
含
む
内
容
も
多
く
、

す
べ
て
の
公
開
に
は
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
議
事
録
作
成
に
は
多
く

の
時
間
を
要
し
、
現
体
制
で
は
難
し

い
と
い
う
実
情
で
す
。
A
I
も
活
用

し
て
い
ま
す
が
確
認
作
業
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
は

可
能
な
範
囲
で
公
開
を
進
め
、
議
会

で
も
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

意　

見

　

町
政
、
教
育
行
政
、
議
会
運
営

す
べ
て
に
お
い
て
、
信
頼
を
支
え

る
の
は
「
見
え
る
仕
組
み
」
で
あ

る
。
人
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

制
度
と
し
て
声
を
聞
き
、
過
程
を

示
す
仕
組
み
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

見
え
る
仕
組
み
の

必
要
性
に
つ
い
て

意
見
の
整
理
・
検
討
と

公
開
に
つ
い
て

　町政運営において、住民の声をどのように位置づけているのか。ま
た、現状のパブリックコメントや審議会、窓口対応などの手法で、多様
な民意を十分に把握できているのか。意見を出せる人に偏っていない
か、声を上げられない人の意見をどう捉えるのか、課題認識を問う。

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

意
見
収
集
（
ブ
ロ
ー
ド

リ
ス
ニ
ン
グ
の
提
案
）

に
つ
い
て

教
育
行
政
に
お
け
る

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の

可
視
化
に
つ
い
て

町
政
懇
談
会
の
具
体
化

に
つ
い
て
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財政負担増が予想、就学援助は慎重に検討してまいります。

永 田 　 勝 美

新年度から学校給食費無償化が実現
つづけて、就学援助も拡充を

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
意
見
投

稿
の
拡
充
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー

ト
、
S
N
S
の
活
用
な
ど
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
テ
ー
マ
を
限

定
し
た
形
で
試
行
的
に
実
施
し
、
効

果
や
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
、
本
町

に
適
し
た
仕
組
み
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

■ 

質　

問

　

学
校
現
場
の
声
が
政
策
に
届
く

ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
「
予
算
が
あ
る
か
ら
対

応
す
る
」
の
で
は
な
く
、
「
声
が
あ

る
か
ら
予
算
を
つ
け
る
」
と
い
う
仕

組
み
を
確
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

継
続
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
見
解

を
問
う
。

■ 

教
育
長

　

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
校
運

営
協
議
会
、
P
T
A
と
の
懇
談
、
こ

ど
も
議
会
な
ど
を
通
じ
て
意
見
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
現
状
で
も
一
定
の

仕
組
み
は
整
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
意
見
聴
取
の
機

会
を
設
け
る
方
法
に
つ
い
て
、
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

て
、
誰
が
整
理
し
、
ど
の
部
署
が
検

討
し
、
い
つ
ま
で
に
回
答
し
、
ど
こ

ま
で
公
開
す
る
の
か
。
採
用
・
不
採

用
を
含
め
、
判
断
過
程
を
示
す
仕

組
み
を
制
度
と
し
て
整
備
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

■ 

町　

長

　

意
見
は
内
容
ご
と
に
分
類
整
理

し
、
庁
内
で
共
有
し
た
上
で
所
管

課
が
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

定
期
間
内
に
整
理
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
公
表
す
る
な
ど
、
可
能

な
限
り
速
や
か
な
対
応
に
努
め
ま

す
。
す
べ
て
の
意
見
に
対
応
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、
ど
の
意
見

が
ど
の
よ
う
に
政
策
へ
反
映
さ
れ

た
か
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

対
面
に
よ
る
懇
談
会
に
加
え
、

参
加
で
き
な
い
住
民
の
声
を
把
握

す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
「
ブ
ロ
ー
ド
リ
ス
ニ
ン
グ
」
の
導

入
を
提
案
す
る
。
多
く
の
意
見
を

集
め
て
傾
向
を
可
視
化
し
、
政
策

判
断
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
整
え

る
考
え
は
な
い
か
。

■ 

町　

長

　

対
面
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い

声
を
拾
う
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
活
用
は
重
要
だ
と
考
え
て
い

■ 

町　

長

　

住
民
の
声
は
政
策
形
成
の
出
発
点

で
あ
り
最
も
重
要
な
指
針
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
町
内
会
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
意
見
を
把
握
し
て
い
ま
す
が
、

若
年
層
や
子
育
て
世
代
の
参
加
が
十

分
で
な
い
こ
と
や
、
意
見
の
整
理
・

見
え
る
化
が
不
十
分
で
あ
る
点
は
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
政
策
へ
の
反
映
方
法
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

町
政
懇
談
会
に
つ
い
て
、
開
始
時

期
、
開
催
回
数
、
地
区
単
位
か
テ
ー

マ
別
か
、
対
面
の
み
か
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
か
な
ど
、
具
体
的
な
実
施
方
針

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

■ 

町　

長

　

現
在
検
討
中
で
す
が
、
地
域
別
で

の
開
催
を
基
本
と
し
、
総
合
計
画
や

子
育
て
支
援
、
防
災
、
産
業
振
興
な

ど
重
点
施
策
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
単
な
る

要
望
の
場
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
形
式
は
対
面
方
式
で
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い

■ 

質　

問

　

教
育
行
政
で
は
決
定
結
果
の
み

が
示
さ
れ
、
過
程
が
見
え
に
く
い
。

校
長
会
や
教
頭
会
な
ど
の
議
論
内

容
や
経
緯
を
整
理
し
、
可
能
な
範
囲

で
公
開
す
る
仕
組
み
を
整
備
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

■ 

教
育
長

　

個
人
情
報
を
含
む
内
容
も
多
く
、

す
べ
て
の
公
開
に
は
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
議
事
録
作
成
に
は
多
く

の
時
間
を
要
し
、
現
体
制
で
は
難
し

い
と
い
う
実
情
で
す
。
A
I
も
活
用

し
て
い
ま
す
が
確
認
作
業
に
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
は

可
能
な
範
囲
で
公
開
を
進
め
、
議
会

で
も
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

意　

見

　

町
政
、
教
育
行
政
、
議
会
運
営

す
べ
て
に
お
い
て
、
信
頼
を
支
え

る
の
は
「
見
え
る
仕
組
み
」
で
あ

る
。
人
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

制
度
と
し
て
声
を
聞
き
、
過
程
を

示
す
仕
組
み
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

■ 

質　

問

　

町
の
農
業
を
守
っ
て
頂
い
た
み
な

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
な
が
ら
、
新
た

な
取
り
組
み
を
行
う
た
め
に
は
、

「
佐
々
町
の
農
業
の
大
切
さ
」
を
町

民
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
頂
か
な
く

て
は
、
進
ま
な
い
。

　

と
り
わ
け
、
企
業
を
定
年
退
職
し

■ 

質　

問

　

学
校
給
食
費
無
償
化
に
向
け
た
町

政
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
。
あ
わ

せ
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
就
学
の

困
難
を
緩
和
す
る
目
的
で
作
ら
れ
て

い
る
就
学
援
助
制
度
の
基
準
を
「
生

活
保
護
基
準
の
１
．
２
倍
」
を
県
内

の
多
く
の
市
町
と
同
様
に
「
１
．
３

倍
」
に
で
き
な
い
か
。

■ 

町　

長

　

平
成
31
年
度
に
１
．
２
倍
に
拡
充

し
た
結
果
、
令
和
６
年
度
で
は
、
33

％
利
用
者
が
増
え
、
援
助
額
も

5
8
0
万
円
増
加
し
た
。
１
．
３
倍

に
拡
充
し
た
場
合
、
財
政
負
担
の
増

が
予
想
さ
れ
る
等
か
ら
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

 

意　

見

　

こ
の
間
の
物
価
上
昇
に
賃
金
が
実

質
目
減
り
し
て
い
る
中
で
１
．
２
倍

は
低
す
ぎ
る
。
学
校
給
食
費
無
償
化

に
よ
っ
て
財
政
負
担
は
「
緩
和
」
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
機
会
に
基

準
の
改
定
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
計
画
が
な
い

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

手
を
つ
け
る
べ
き
で
は

な
い
か

早
急
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
る

保
育
児
童
の
副
食
費

無
償
化
ど
う
す
る

一
度
に
す
べ
て
無
償
化
す
る

こ
と
は
非
常
に
き
び
し
い

慎
重
に
検
討
し
て
い
く

農
業
後
継
者
対
策
は

土
壇
場
に
き
て
い
る

新
た
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る

解
決
策
が
見
え
な
い
状
況

研
究
努
力
し
て
い
き
た
い

　多くの町民から要望されていた小中学校の学校給食費が令和８年度４月から
制度として無償化されることとなりました。今回の質問では引きつづき就学援
助制度の基準緩和拡充を提案しました。

　

令
和
８
年
度
も
体
育
館
の
空

調
設
置
は
計
画
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
視
察
な
ど
も
行
い
、
議
論
を

進
め
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
早
急

な
具
体
を
提
起
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
国
連
の
「
家
族
農
業

の
10
年
」
の
提
案
か
ら
10
年
目

に
向
か
う
年
で
す
。
佐
々
町
も
農

業
を
基
幹
産
業
と
位
置
づ
け
て

施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

い
ま
、
佐
々
町
の
農
業
従
事

者
は
約
3
0
0
戸
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
団
塊
の
世
代
の
離
農

が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
５
〜
10

年
で
農
業
者
が
い
な
く
な
る
状

況
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
糧

の
地
産
地
消
と
い
う
観
点
か
ら

対
応
す
る
取
り
組
み
の
加
速
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
と
質

し
ま
し
た
。

て
新
た
に
跡
継
ぎ
と
な
る
方
々
へ

の
支
援
な
ど
も
重
要
で
は
な
い
か
。

■ 

町　

長

　

家
戸
数
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に

努
力
し
、
そ
の
１
戸
当
た
り
の
経
営

体
力
が
強
く
、
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
、
町

外
の
人
々
と
つ
な
が
り
な
が
ら
生
き

生
き
と
働
か
れ
て
い
る
、
そ
ん
な
小

さ
く
て
も
強
い
農
業
を
目
指
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
農
地
を
荒
ら

さ
な
い
た
め
に
も
農
業
の
法
人
化
及

び
集
落
営
農
組
織
の
研
究
も
続
け
、

実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

や
は
り
こ
こ
で
何
と
か
し
な
い
と

本
当
に
後
継
者
、
農
業
を
さ
れ
る
方

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
、
研
究
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
以
上
の
ほ
か
、
国
保
税
引
上
げ
問

題
、
「
き
こ
え
」
の
支
援
の
重
要

性
が
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て

い
る
こ
と
、
な
ど
に
つ
い
て
、
質

問
・
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
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■ 

質　

問

　

佐
々
川
沿
い
の
歩
道
に
つ
い
て
は

北
部
地
域
に
未
舗
装
の
区
間
が
残
っ

て
い
る
が
通
行
性
や
安
全
面
に
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。

■ 

町　

長

　

未
舗
装
の
た
め
歩
き
に
く
い
な
ど

通
行
面
で
の
影
響
が
あ
る
こ
と
や
防

護
柵
が
な
く
安
全
面
に
課
題
が
あ
り

ま
す
。

■ 

質　

問

　

こ
の
区
間
を
ど
う
扱
う
の
か
。　

①
町
道
認
定
し
て
整
備
し
、
車
両
と

歩
行
者
が
安
全
に
通
れ
る
道
路
、
②

未
舗
装
の
ま
ま
現
状
利
用
③
舗
装
整

備
だ
け
は
行
い
、
車
両
は
制
限
し
て

歩
行
者
の
み
の
利
用
と
す
る
の
か
。

■ 

町　

長

　

①
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
防
護

柵
な
ど
で
安
全
性
が
確
保
さ
れ
ま
す

が
財
政
的
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
よ

っ
て
②
の
未
舗
装
の
ま
ま
の
状
況
を

継
続
す
る
考
え
で
す
。

北部未舗装区間

佐々川沿い未舗装区間の整備方針と
北部地域活性化について

横 田   博 茂

　

■ 

質　

問

　

老
朽
化
を
は
じ
め
と
し
て
現
在
は

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。

■ 

町　

長

　

今
後
大
規
模
な
改
修
工
事
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
駐
車

場
や
建
物
の
老
朽
化
、
利
用
者
の
減

少
な
ど
の
問
題
が
あ
る
の
で
新
し
い

視
点
で
の
利
活
用
を
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■ 

質　

問

　

利
用
拡
大
や
複
合
的
な
活
用
に
つ

い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
考
え
は
。

■ 

教
育
長

　

様
々
な
活
用
に
よ
り
日
常
的
に
活

用
が
広
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
考
え
て
お
り
、
研
究
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

■ 

質　

問

　

長
期
的
な
方
向
性
を
ど
う
描
い
て

い
る
か
。

■ 

町　

長

　

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
期

限
は
設
け
ず
に
状
況
を
見
な
が
ら
判

断
し
、
効
果
的
な
施
設
の
維
持
管
理

お
よ
び
活
用
促
進
に
つ
い
て
意
を
用

い
て
い
き
ま
す
。

■ 

質　

問

　

北
部
の
未
舗
装
区
間
を
町
道
認

定
し
、
ト
イ
レ
を
備
え
た
休
憩
所

を
整
備
す
る
こ
と
は
北
部
地
域
の

活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
意
義
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■ 

町　

長

　

県
議
会
議
員
並
び
に
県
に
対
し

て
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■ 

質　

問

　

文
化
会
館
は
一
定
の
役
割
を
担

う
施
設
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

も
活
用
し
て
い
く
施
設
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
執
行
部
に
あ
る
の
か
。

■ 

町　

長

　

文
化
施
設
は
一
つ
し
か
な
く
貴

重
な
存
在
で
す
。
文
化
の
発
信
拠

点
と
し
て
今
後
も
活
用
し
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
で
す
。

■ 

質　

問

　

用
地
の
確
保
を
最
優
先
課
題
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
整
理
し
進
め
て

い
く
の
か
。

■ 

教
育
長

　

現
状
で
は
ど
こ
に
建
設
す
る
か
は

研
究
段
階
で
す
。
選
定
し
た
際
に
は

地
元
説
明
会
で
必
要
性
に
つ
い
て
誠

意
を
も
っ
て
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。

■ 

質　

問

　

老
朽
化
が
進
む
中
で
、
更
新
の
方

向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
P
F
I
等
の
民
間
活
力
の
導
入

に
つ
い
て
今
後
の
方
針
や
整
理
は
。

■ 

教
育
長

　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
建
設
す
る
方

針
で
あ
り
、
P
F
I
や
複
合
化
の
可

能
性
を
研
究
し
ま
す
。
導
入
可
能
性

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
P
F
I
ま

た
は
直
営
で
の
整
備
を
判
断
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

新
設
す
る
場
合
、
災
害
時
の
食
事

提
供
拠
点
な
ど
多
様
な
ケ
ー
ス
を

想
定
し
た
検
討
を
す
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　

食
事
提
供
拠
点
と
し
て
の
役
割

に
つ
い
て
、
施
設
整
備
段
階
か
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

住民のみなさまが快適で心豊かな生活を送られるため
の支援は今後もしっかりと考えていかなければならな
いと考えています。

文
化
会
館
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
に

関
す
る
検
討
に
つ
い
て
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■ 

質　

問

　

佐
々
川
沿
い
の
歩
道
に
つ
い
て
は

北
部
地
域
に
未
舗
装
の
区
間
が
残
っ

て
い
る
が
通
行
性
や
安
全
面
に
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。

■ 

町　

長

　

未
舗
装
の
た
め
歩
き
に
く
い
な
ど

通
行
面
で
の
影
響
が
あ
る
こ
と
や
防

護
柵
が
な
く
安
全
面
に
課
題
が
あ
り

ま
す
。

■ 

質　

問

　

こ
の
区
間
を
ど
う
扱
う
の
か
。　

①
町
道
認
定
し
て
整
備
し
、
車
両
と

歩
行
者
が
安
全
に
通
れ
る
道
路
、
②

未
舗
装
の
ま
ま
現
状
利
用
③
舗
装
整

備
だ
け
は
行
い
、
車
両
は
制
限
し
て

歩
行
者
の
み
の
利
用
と
す
る
の
か
。

■ 

町　

長

　

①
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
防
護

柵
な
ど
で
安
全
性
が
確
保
さ
れ
ま
す

が
財
政
的
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
よ

っ
て
②
の
未
舗
装
の
ま
ま
の
状
況
を

継
続
す
る
考
え
で
す
。

本町の強みを生かし、本町に住むことを誇りに思える
まちづくりを推進してまいりたいと思っています。

黒 田  龍 之 介

幸福度の高い町創出のために
戦略的資源活用を

■ 

質　

問

　

老
朽
化
を
は
じ
め
と
し
て
現
在
は

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。

■ 

町　

長

　

今
後
大
規
模
な
改
修
工
事
が
必
要

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
駐
車

場
や
建
物
の
老
朽
化
、
利
用
者
の
減

少
な
ど
の
問
題
が
あ
る
の
で
新
し
い

視
点
で
の
利
活
用
を
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■ 

質　

問

　

利
用
拡
大
や
複
合
的
な
活
用
に
つ

い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
考
え
は
。

■ 

教
育
長

　

様
々
な
活
用
に
よ
り
日
常
的
に
活

用
が
広
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
考
え
て
お
り
、
研
究
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

■ 

質　

問

　

長
期
的
な
方
向
性
を
ど
う
描
い
て

い
る
か
。

■ 

町　

長

　

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
期

限
は
設
け
ず
に
状
況
を
見
な
が
ら
判

断
し
、
効
果
的
な
施
設
の
維
持
管
理

お
よ
び
活
用
促
進
に
つ
い
て
意
を
用

い
て
い
き
ま
す
。

■ 

質　

問

　

北
部
の
未
舗
装
区
間
を
町
道
認

定
し
、
ト
イ
レ
を
備
え
た
休
憩
所

を
整
備
す
る
こ
と
は
北
部
地
域
の

活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
意
義
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

■ 

町　

長

　

県
議
会
議
員
並
び
に
県
に
対
し

て
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■ 

質　

問

　

文
化
会
館
は
一
定
の
役
割
を
担

う
施
設
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

も
活
用
し
て
い
く
施
設
で
あ
る
と

い
う
認
識
が
執
行
部
に
あ
る
の
か
。

■ 

町　

長

　

文
化
施
設
は
一
つ
し
か
な
く
貴

重
な
存
在
で
す
。
文
化
の
発
信
拠

点
と
し
て
今
後
も
活
用
し
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
で
す
。

■ 

質　

問

　

用
地
の
確
保
を
最
優
先
課
題
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
整
理
し
進
め
て

い
く
の
か
。

■ 

教
育
長

　

現
状
で
は
ど
こ
に
建
設
す
る
か
は

研
究
段
階
で
す
。
選
定
し
た
際
に
は

地
元
説
明
会
で
必
要
性
に
つ
い
て
誠

意
を
も
っ
て
お
願
い
し
て
い
き
ま

す
。

■ 

質　

問

　

老
朽
化
が
進
む
中
で
、
更
新
の
方

向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
P
F
I
等
の
民
間
活
力
の
導
入

に
つ
い
て
今
後
の
方
針
や
整
理
は
。

■ 

教
育
長

　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
建
設
す
る
方

針
で
あ
り
、
P
F
I
や
複
合
化
の
可

能
性
を
研
究
し
ま
す
。
導
入
可
能
性

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
P
F
I
ま

た
は
直
営
で
の
整
備
を
判
断
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

新
設
す
る
場
合
、
災
害
時
の
食
事

提
供
拠
点
な
ど
多
様
な
ケ
ー
ス
を

想
定
し
た
検
討
を
す
る
の
か
。

■ 

教
育
長

　

食
事
提
供
拠
点
と
し
て
の
役
割

に
つ
い
て
、
施
設
整
備
段
階
か
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

推
進
し
、
幸
福
度
の
高
い
町
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

■ 

質　

問

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
、
制
度
開
始
か
ら
一
定
期
間
が

経
過
す
る
中
で
、
定
住
や
地
域
活

性
化
へ
の
成
果
が
十
分
に
見
え
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
る
。
特
に
、
任
期
後
の
定
住
率

の
向
上
や
、
活
動
内
容
が
地
域
課

題
の
解
決
に
ど
れ
ほ
ど
寄
与
し
て

い
る
の
か
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
O
B
・
O
G
と
の
連
携
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
活
動
の
見

え
る
化
や
情
報
発
信
の
強
化
も
重

■ 

質　

問

　

幸
福
度
の
背
景
に
は
利
便
性
だ

け
で
な
く
、
地
域
と
の
繋
が
り
や

住
民
主
体
の
活
動
が
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
波

佐
見
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る
朝
飯

会
（
町
内
外
か
ら
集
ま
り
、
全
員

で
朝
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
意
見
交

換
を
す
る
会
）
と
い
う
取
組
み

は
、
世
代
間
交
流
や
関
係
人
口
創

出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
佐
々
町
の
景
観
・
自
然
・
文

化
資
源
の
磨
き
上
げ
は
重
要
と
考

え
て
お
り
、
佐
々
川
や
歴
史
資
源

な
ど
本
町
の
強
み
を
戦
略
的
に
発

信
し
、
体
験
や
交
流
へ
と
繋
げ
る

こ
と
で
、
持
続
的
な
幸
福
度
向
上

と
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

■ 

町　

長

　

地
域
資
源
と
住
環
境
、
地
域
の

つ
な
が
り
の
強
さ
な
ど
、
大
き
な

魅
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
町
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、

本
町
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り

に
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

積
極
活
用
に
つ
い
て

　シビックプライド（地域に対する住民の誇りや愛着）の醸成にはまだま
だ伸びしろがあると信じています

要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
採
用

時
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
防
止
や
活
動

支
援
体
制
の
充
実
を
含
め
、
ど

の
よ
う
に
制
度
を
見
直
し
、
定

住
促
進
に
繋
げ
て
い
く
の
か
。

■ 

町　

長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
定
住
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後

は
、
活
動
内
容
の
明
確
化
、
支
援

体
制
の
強
化
を
進
め
、
定
住
促
進

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

質　

問

　

ロ
ー
カ
ル
1
0
，
0
0
0
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
国
が
推
進
す
る

制
度
で
あ
り
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
雇
用
創
出
や
地
域
経
済
の
好

循
環
を
生
み
出
す
有
効
な
施
策
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方

で
、
本
町
に
お
い
て
は
具
体
的
な

事
業
化
に
至
っ
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。
こ
の
制
度
は
行
政
主
体
で

は
な
く
民
間
主
導
で
進
め
る
も
の

で
あ
り
、
町
と
し
て
地
域
課
題
や

活
用
可
能
な
資
源
を
整
理
し
、
民

間
事
業
者
の
参
入
や
挑
戦
を
後
押

し
す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。
産

学
官
連
携
や
外
部
人
材
の
活
用
も

含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
本
制
度

の
活
用
を
進
め
て
い
く
の
か
町
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

■ 

町　

長

　

現
時
点
で
事
業
化
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
先
進
事
例
を
参

考
に
地
域
資
源
の
活
用
を
検
討

し
、
民
間
主
体
の
取
り
組
み
を
支

援
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

総
務
省
の
ロ
ー
カ
ル

1
0
，0
0
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

佐々町の特産品であるシロウオ

私たちの誇りである佐々川
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議
会
改
革
推
進

　
　
議
員
定
数
削
減
の
条
例
改
正
を
期
待

　

最
近
国
会
議
員
を
始
め
、
県
、

市
、
町
に
お
い
て
も
、
議
員
の
定

数
削
減
問
題
が
浮
上
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

当
町
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
一
年

前
の
官
製
談
合
事
件
を
切
っ
掛

け
に
議
員
及
び
議
会
の
監
視
機

能
の
脆
弱
さ
が
露
呈
さ
れ
、
議
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
（
地
方
自
治

法
１
０
０
条
委
員
会
の
立
ち
上

げ
、
説
明
責
任
等
）
疑
問
視
す
る

声
が
出
て
い
る
。
又
、
町
の
２
元

代
表
制
で
あ
る
、
立
法
対
行
政
の

溝
は
闇
の
中
で
す
。

　

従
っ
て
、
少
数
精
鋭
議
会
を
施

行
す
る
議
員
削
減
条
例
改
正
の

提
案
が
町
民
の
皆
様
か
ら
要
望

が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
平
成
21
年
に
改

正
さ
れ
早
や
16
年
を
経
過
し
、
そ

の
後
変
わ
る
事
な
く
定
数
10
人

で
構
成
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。

　

尚
、
議
員
定
数
は
、
ど
の
程
度

が
適
正
か
は
小
委
員
会
を
設
置

し
て
そ
の
自
治
体
の
人
口
規
模
、

財
政
状
況
、
有
権
者
の
思
い
、
議

会
活
動
費
用
等
、
総
合
的
に
勘

案
し
、
質
に
見
合
っ
た
定
数
に
す

る
事
が
大
切
で
す
。

　

又
、
町
の
財
政
現
況
は
、
令
和

11
年
度
ま
で
は
、
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
、
投
資
的
経
費

経
常
的
経
費
等
縮
小
し
対
応
、

持
続
性
可
能
な
財
政
運
営
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
立
法
機
関
も
、
議
会

運
営
の
効
率
化
、
迅
速
化
、
交
流

サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
フ
ル
活
用

し
少
数
精
鋭
主
義
を
徹
底
し
て

行
い
、
新
た
な
発
動
を
議
員
、
自

ら
身
を
削
っ
て
手
本
を
示
し
、

「
な
れ
あ
い
議
会
」
一
掃
し
て

「
緊
張
感
の
あ
る
議
会
」「
町
民

の
た
め
に
最
善
を
尽
く
す
新
味

あ
る
議
会
」「
質
の
高
い
議
論
」

を
展
開
し
て
、「
住
み
た
く
な
る

町
」
へ
新
た
な
発
信
と
当
局
の
英

断
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　

佐
々
町
須
崎
免

　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

勝
紀

研修報告

第3回市町村長等・議会議員特別セミナー（オンライン）
日時：令和8年1月19日（月）～令和8年1月20日（火）
佐々町議会議員　　中川　由美恵

〈研修内容〉
１．ウェルビーイングと人口減少社会のデザイン
２．子ども食堂からつながる地域・社会
３．地方の可能性を世界経済とつなぐ
４．人がつどい未来に飛躍する世界都市・高松を目指して

　一連の研修を通し、人口減少社会の中で地域コミュニティが改めて大事だと強
く感じました。人が自然と集まり、つながり合える居場所づくりの大切さを実感
するとともに、幸福度の視点やまちの再設計など、人を真ん中に見据えた取り組
みの重要性を学びました。温かなつながりが広がる対策を形にすることが大事だ
と感じました。
　今後は、この学びを大切にし住民の皆様に寄り添い、人と人とのつながりを広
げ、温かな地域づくりに活かしてまいります。

※原文の通り掲載しています。

町民の皆様からよせられた町民の皆様からよせられた

「声」「声」ご意見!!ご意見!!
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本
年
２
月
15
日
（
日
）
に
佐
々
町
議
会
の

議
場
で
子
ど
も
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
佐
々
町
内
の
町
立
小
中
学
校
生
及
び

県
立
清
峰
高
生
の
代
表
者
（
児
童
・
生
徒
）

が
議
員
の
立
場
で
自
分
の
意
見
を
述
べ
、
町

長
が
答
弁
す
る
と
い
う
模
擬
議
会
の
形
式

を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
佐
々
町
に
住
む
子
供
た
ち
が
ど
ん

な
意
見
を
言
う
の
か
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す

が
残
念
な
が
ら
直
接
聞
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
12
月
の
佐
々
町
議
会
定
例
会
の
折

に
は
「
当
日
の
動
画
配
信
に
つ
い
て
は
個
人

情
報
等
も
あ
り
、
保
護
者
の
承
認
を
得
た
う

え
で
可
能
か
ど
う
か
判
断
す
る
」
と
い
う
委

員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
町

民
に
対
す
る
告
知
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
せ
っ
か
く
の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み

を
も
っ
と
広
く
町
民
に
も
情
報
共
有
を
図

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
会
は
１
９
８
９
年
に
子
ど
も
の

権
利
条
約
が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
日
本

が
１
９
９
４
年
に
批
准
し
て
以
降
、
全
国
の

自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

「
子
ど
も
議
会
」
に

　
　
　
つ
い
て
考
え
る

町
民
の
声 

回
答

　
　
　（
№
157
号
）

し
た
。
中
に
は
山
形
県
遊
佐
町
の
「
少
年
議

会
」
の
よ
う
に
町
の
中
高
生
が
選
挙
で
少
年

町
長
と
少
年
議
員
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
、

町
が
独
自
に
予
算
の
一
部
を
割
き
、
子
ど
も

た
ち
が
政
策
立
案
か
ら
事
業
の
実
施
ま
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
極
め
て
稀
な
先
進
事

例
で
あ
り
、
具
体
的
な
取
り
組
み
方
は
各
自

治
体
独
自
の
や
り
方
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
肝
心
な
こ
と
は
町
と
し
て
あ
ま
り
現

実
過
ぎ
る
（
財
源
不
足
を
理
由
に
す
る
よ
う

な
）
答
弁
は
避
け
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
に
近

づ
け
る
よ
う
真
剣
な
対
話
（
意
見
交
換
）
が

必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
同
時
に
大
切
な
こ
と
は
「
議
会
の

仕
組
み
や
議
員
と
し
て
の
意
義
」
を
学
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
議
会
で
は
、
町
民
の

意
見
や
要
望
を
実
現
す
る
た
め
に
選
挙
で

選
ば
れ
た
代
表
者
が
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

重
要
な
課
題
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
し
、
方

向
性
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
基

本
的
な
地
方
自
治
や
議
会
制
度
に
つ
い
て

実
感
す
る
と
よ
り
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

　

３
月
議
会
定
例
会
で
も
一
般
の
町
民
の
方

が
（
新
年
度
予
算
に
関
す
る
や
り
取
り
を
聞

き
た
い
と
）
傍
聴
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
「
初
め
て
傍
聴

に
来
た
け
ど
何
を
議
論
し
て
い
る
の
か
よ

く
分
か
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私

も
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

　

傍
聴
席
に
は
議
案
書
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
予
算
書
だ
け
を
見
て
も
具
体

的
な
内
容
が
分
か
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
の
み
な
さ
ん
に
は
別
途
予
算
に
関
す

る
説
明
書
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
本
会
議

の
前
に
は
新
年
度
予
算
に
関
す
る
執
行
部

と
の
勉
強
会
や
全
員
協
議
会
あ
る
い
は
常

任
委
員
会
で
詳
し
い
質
疑
を
経
て
い
る
た

め
か
最
後
の
本
会
議
で
は
数
名
の
議
員
（
い

ず
れ
も
貴
重
な
指
摘
で
し
た
）
を
除
い
て
質

問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
般
の
町
民
の
目
に
は
「
77
億
５
千
万
円

の
新
年
度
予
算
の
使
い
道
を
審
議
す
る
大

事
な
場
な
の
に
活
発
な
議
論
が
な
い
」
と
し

か
映
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
議
会
か
ら
脱
線
し
ま
し
た
が
、
通

常
の
議
会
活
動
も
一
般
町
民
の〝
関
心
〞が
薄

れ
る
と
そ
の
地
域
は
必
ず
停
滞
し
ま
す
。
地

域
の
様
々
な
課
題
は
住
民
共
通
の
課
題
と

し
て
多
く
の
人
が
関
心
を
持
つ
こ
と
か
ら
解

決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

普
段
か
ら
町
議
会
と
し
て
も
っ
と
町
民
に
開

か
れ
た
分
か
り
や
す
い
議
会
運
営
を
心
掛

け
て
ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
町
羽
須
和
免　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

染
川 

勝
英

　

貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
企
業
誘

致
や
土
地
造
成
の
必
要
性
、
財

政
負
担
へ
の
懸
念
に
つ
い
て

は
、
町
当
局
と
し
て
も
重
要
な

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま

す
。
企
業
誘
致
は
雇
用
創
出
や

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
一
方

で
、
費
用
対
効
果
や
将
来
的
な

維
持
管
理
も
含
め
た
慎
重
な
判

断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
踏
ま
え
、
町
当
局
の

方
針
を
再
確
認
す
る
と
と
も

に
、
真
に
必
要
な
事
業
か
判

断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

企
業
誘
致
の
た
め
の

土
地
造
成
が
必
要
な
の
？

　

羽
須
和
免　

染
川　

勝
英
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誌
日
会
議

　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？ 

新
し

い
環
境
で
不
安
だ
っ
た
り
、
悩
む

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
方
へ
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た

言
葉
を･･･

「
人
と
バ
ナ
ナ
の
遺
伝

子
は
50
％
同
じ
。
だ
か
ら
失
敗
し

て
も
落
ち
込
む
な
。
だ
っ
て
君
は

半
分
バ
ナ
ナ
な
ん
だ
か
ら
。
」
嫌

な
こ
と
を
い
わ
れ
て
も
、
「
あ
の

人
半
分
バ
ナ
ナ
だ
し
」
悩
ん
で

も
、
「
ど
う
せ
私
半
分
バ
ナ
ナ
だ

し
」
こ
う
思
う
と
気
持
ち
が
楽
に

な
り
ま
せ
ん
か
？ 

新
年
度
、
楽
し

み
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

広
報
委
員　

井
上　

智
恵
美

【
１
月
】

９
日

　

議
会
広
報
委
員
会

14
日

　

議
会
広
報
委
員
会

17
日

　

西
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
大
会

21
日

　

議
会
広
報
委
員
会

　

長
崎
県
町
村
議
会
議
長
会 

　

臨
時
会
議

23
日

　

全
員
協
議
会

28
日

　

視
察
研
修
受
入
れ

　
（
熊
本
県
長
洲
町
）

29
日

　

議
会
運
営
委
員
会

　

第
１
回
臨
時
会

【
２
月
】

３
日

　

産
業
建
設
文
教
委
員
会

９
日

　

総
務
厚
生
委
員
会

12
日

　

産
業
建
設
文
教
委
員
会

13
日

　

議
会
運
営
委
員
会

15
日

　

子
ど
も
議
会

17
日

　

長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
議
会 

定
例
会

　

長
崎
県
町
村
議
会
議
長
会 

　

定
期
総
会

24
日

　

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
広
報
委
員
会

【
３
月
】

３
日

　

３
月
定
例
会
（
１
日
目
）

４
日

　

３
月
定
例
会
（
２
日
目
）

５
日

　

３
月
定
例
会
（
３
日
目
）

９
日

　

当
初
予
算
勉
強
会

10
日

　

当
初
予
算
勉
強
会

11
日

　

当
初
予
算
勉
強
会

12
日

　

３
月
定
例
会
（
４
日
目
）

13
日

　

産
業
建
設
文
教
委
員
会

３月定例会の傍聴者数は34人でした。

編
集
後
記

　　議員または職員個人
 に関する記事はご遠慮く
 ださい。

　佐々町議会では、年４回「議会だより」を発行しています。町民のみなさまとのコミュニケーションツ
ールとしての役割を持てるように、町民のみなさまのご意見をお聞かせいただき、今後の議会活動等に反
映したいと思っています。
　また、子どもの笑顔をテーマとした表紙写真もあわせて募集します。多くの方のご応募をお待ちしてい
ます。

募
集
内
容

募
集
内
容

gikai@town.saza.lg.jp
0956－62－3178
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